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広報よもぎた

都市近郊型農村として

活力ある村づくりを推進

高齢者が安心して暮らせる里づくり

古川　正隆　村長

平
成

10
年
度

施政
方
針

平
成
十
年
は
「
景
気
は
引
き
続
き
停
滞
」
し
、

二
十
三
年
ぶ
り
に
マ
イ
ナ
ス
成
長

の
恐
れ
が
あ
る

と
政
府
は
発
表
し

ま
し

た
。

企
業
倒
産
は
増
え

る
一
方
で
あ
り
、
住
宅
着
工

件
数
は
六
年
ぶ
り
の
低
水
準
を
示
し
ま
し
た
。
今

後
の
見
通
し
に
つ
い
て
も
、
設
備
投
資
は
減
少
の

一
途
、
個
人
消
費
も
横

バ
イ
状
態
で
停
滞
か
ら
抜

け
出
す
気
配
は
全
く
見
え
て
い
ま
せ

ん
。

「
二
割
自
治
」
と
言
わ
れ
る
財
政
基
盤
の
弱
い

町
村
は
、
経
済
の
混
迷
が
も
ろ
に
響
き
、
非
常
に

厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。

税
収
の
落
ち
込
み
、
地
方
交
付
税
の
伸
び
悩
み
、

補
助
事
業
の
見
直
し
な
ど
、
国
、
県
に
頼
ら
ざ
る

を
得
な
い
わ
が
村
に
と
っ
て
は
、
大
変
厳
し
い
一

年
に
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

よ
っ
て
、
財
政
基
盤
の
安
定
を
第
一
に
考
え
て
、

事
務
事
業
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
財

政
の
中
で
、
『
今
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

は
何
か
』
、
『
今
や
ら
な
く
て
も
我
慢

で
き
る
の
は

何
か
』
を
再
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。

わ
が
村

の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
水
産
業
は
非

常
に
厳
し
い
現
状
に
あ
り
ま
す
が
、
転
作
田

の
有

効
活
用
、
複
合
経
営
の
推
進
は
引
き
続
き
強
化
を

図
り
ま
す
。

二
十
一
世
紀
に
は
、
わ
が
村
も
六
十
五
歳
以
上

の
高
齢
者
が
一
千
人
を
超
え
る
見
込
み
で
あ
り
、

先
進
的
高
齢
化
社
会
を
先
取

り
し
た
「
高
齢
者
が

安
心
し

て
暮
ら
せ

る
里
づ
く
り
」
を
目
指
し
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
十
一
月
に
完
成
予
定
の
「
ふ
る

さ
と
総
合

セ
ン
タ
ー
」
を
拠
点
に
、
生
き
が
い
の

あ
る
社
会
教
育
の
充
実
、
福
祉
対
策
の
充
実
を
打

ち
出
し

て
い
き
ま
す
。

念
願
の
小
学
校
の
水
洗
ト
イ
レ
は
、
夏
休
み
を

利
用
し

て
完
成
さ
せ
、
快
適
な
教
育
環
境
の
整
備

を
進
め
ま
す
。
中
学
校
の
改
修
工
事
で
は
、
生
徒

の
皆
さ
ん
、
父
母
の
皆
さ
ん
に
大
変
不

便
を
か
け

て
き
ま
し
た
が
、
工
事
も
順
調
に
進
み
、
秋
に
は

完
成
予
定
で
す
。

村
民
待
望
の
国
道
二
八
〇
号

バ
イ
パ
ス
は
、
六

月
中

に
蓬
田
小
学
校
通
り
か
ら
青
森
側
へ
着
工
す

る
予
定
で
あ
り
、
平
成
十
四
年
の
完
成
を
目
指
し

て
い
よ
い
よ
工

事
が
始
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

国
道
二
八
〇
号

バ
イ
パ
ス
の
早
期
完
成
に
よ
り
、

都
市
近
郊
型
農
村
と
し
て
の
条
件
を
最
大
限
に
生

か
し
た
村
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
所
存
で
す
。

こ
の
ほ
か
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
か
お
り
ま
す
が
、

村
民
が
何
を
望
み
、
何
を
期
待
し
て
い
る
か
、
村

民
の
声
を
十
分
聞
い
て
、
村
民
中
心
の
行
政
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

平成10年度村の予算2

平成10年度一般会計予算

32億8,900万円でスタート(前年度比10％増)



自主財源　６億8､425万円(20.8%)

依存財源　26億569万円(79.2%)

▼特別会計予算16 億560万円
(単 位 ：千 円)

▼平成10年度主な事業と予算
(単位：干円j

議 会 費

〔75,440 〕

］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2.3%

・議員報酬等42,875 ・ 議会広報等916

総務費
〔744,358〕

皿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　22.6%

・ふるさと総合センター新築工事410,350

・交通安全対策費2,585 ・ 衆議院議員選挙費2,908

・青森県知事選挙費2,477

民 生 費

〔400,121 〕

皿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12.2%

・老人ホームヘルプ・ディサービス費54,844

・防犯対策費2,120 ・ 老人施設入所保護措置費98,500

・児童手当4,350 ・ 保育所費78,292

衛 生 費

〔344,255 〕

-　　　　　　　　　　　　　　　　　　10.5%

・ 青森地域広域事務組合負担金86,908 ・ 母子衛生費5,355

・老人保 健事業費25,615 ・ ふれあいセ ンタ ー費40,651

・ 簡易 水道事業繰出金147,451

労 働 費

〔643 〕

0.0％

・出稼援護関係費283

農 林水 産 業費

〔255,930 〕

皿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7.8 ％

・農業 委員会費42,652 ・ 村営牧 場関 係費17,322 ・ 中 沢・

長科地区担い手 育成基盤整備25,782 ・ 蓬田 第 ２農免 農道

整備事業 費6,124 ・ 村営分収林造林・下刈事業6,815

・ 蓬田・ 瀬辺地 漁港改 修事業負担金16,400

商 工 費

〔15,074 〕

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0.4 ％

・ 商工 会補助 金900　・ 簡易小口資金特別保証 貸付金2,000

・ 観光協会補助 金3,500

土 木 費

〔590,526 〕

1〃 ¶　　　　　　　　　　　　　　　　　　17.9%

・広瀬１－１号線交通安全施設整備工事43,000 ・ 広 瀬高

根橋橋りょう架替工 事145,000　・準 用河川 中沢 川 河川改

修事業15,000 ・ 玉松園カ ントリ ーパ ーク整備事業52,680

・公園用地及び補償費60,469

消 防 費

〔106,050 〕

!1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3.2 ％

・広域消防事務組合負担金62,851

・防火水槽設置工事（二基) 18,640

教 育 費

〔499,338 〕

l こ:X;1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15.2%

・小学校トイレ水洗化工 事38,204 ・ 中学校大規模改造費

197,142　・幼稚園費27,740 ・ 公民館 費24,347 ・ スキ ー場

運営費2,675　・玉松台 スポーツガーデン管理費5,887 ・ 給

食センター繰出金31,638

災 害 復 旧 費

〔5,597 〕

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0.2 ％

・農地等災害復旧事業254

公 債費

〔248,827 〕

r! ］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7.6 ％

・元金162,840　・利子85,987

諸 支 出 費

〔 １ 〕

0.0％

予 備 費

〔3,783 〕

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0.1 ％

国　民　健　康　保　険 伸び率　4.5%増

国 庫 支 出 金
亅00,311
32.1%

国民健康保険税
128,289
41.1%

そ　の　他
83,72026.8%

歳　入　　　　　312,322

歳　出　　　　　312,322

保　　険　　給　　付　　費
205,149
65.7%

老人保健拠出金
83,24526.6%

その他

回

老　　人　　保　　健 伸び率　　　－

支　払　基　金　交　付　金
279,500
67.5%

国庫支出金
88,60121.4%

その他
46,193
1口 ％

歳　入　　　　　414,294

歳　出　　　　　414,294

医　　　　療　　　　諸　　　　費

412,40099.5%

その他

機

学 校 給 食 セ ン タ ー 伸び率　5.2%増

繰　　　　　入　　　　　金

31,63866.3%

負担金

16,09233.7%

前 金

20

0,0%

歳　入　　　　　47,750

歳　出　　　　　47,750

総　　　　務　　　費

31,63866.3%

給　　食　　費

16,11233.7%

簡 易 水 道 事 業 伸び率　37.6%増

国 庫 支 出 金
288,480
34.7%

繰 入 金
147,451
17.7％

村　　　　　債
395,300
47.6%

そ酳

10

0.0%

歳　入　　　　831,241

歳　出　　　　831,241

総　　　　　 務　　　　　 費
831.241
160％

伸び率 は、前年度当初予算対比

平成10年度村の予算3

(単位：千円)



広報よもぎた

二
十
一
世
紀
の
到
来
を
目

前
に
控
え
、
少
子
化
、

高
齢

化
、
住
民
の
価
値
観
の
多
様

化
、
環
境
に
対
す
る
関
心
の

高
ま
り
等
社
会
経
済
情
勢
が

大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
る
中

で
、
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
、

社
会
経
済
情
勢
の
変
化

に
柔

軟
か
つ
弾
力
的
に
対
応

で
き

る
よ
う
体
質
を
強
化
し
、
住

民
福
祉
の
向
上
と
個
性
的
で

活
力
あ
る
地
域
社
会
の
構
築

を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

蓬
田
村
で
は
、
こ
れ
ま
で

昭
和
6
0年
に
最
初
の
行
政
改

革
大
綱
を
策
定
し
、
ま
た
、

平
成
７
年
1
1月
か
ら
は
、
三

ヵ
年
の
計
画
期
間
を
定
め
第

二
次
の
行
政
改
革
に
取
り
組

み
成
果
を
上

げ
て
き
た
。

こ
の
度
、
蓬
田
村
行
政
改

革

推
進

本
部

（
本
部

長

・

古

川

正
隆

村
長
）

は
、

地

域

の

ニ
ー
ズ

に
的

確

に
対

応

し

た

行
政
運
営

を
進
め

る
た

め
、

こ

れ
ま

で
の
行
政

運
営

を

見

直

し
検
討

を
加
え
、

計

画

的

な
改

革

を
図

る
こ
と

を

目
的

に

、
「
蓬

田

村
行

政

改

革

推

進
委
員
会
（
津
島
鐵
男
会
長
）
」

の
答
申

に
基

づ
き
、

平

成
1
0

年
度

行
政
改
革

実
施

計

画

を

策
定

し
た
。

な
お
、
蓬

田
村
行

政

改

革

大

綱

の
見
直
し

は
、
1
0
年

末

ま
で

に
行
う
こ
と

に
し

て

い

る
。村

で

は
、

行
政
改

革

実

施

計

画
並

び
に
職
員

の
給

与

等

を
公

表
、
住

民
に
内

容

を

明

ら
か

に
し
理

解
を
求

め

る

こ

と
と
し

た
。

組
織
機
構
の
見
直
し

①
保
育
所
・
幼
稚
園
の
一
元
化

現
在
の
入
所
者
数
は
、
保
育

所
3
7名
、
幼
稚
園
2
2名
と
合
計

し
て
も
保
育
所
の
入
所
定
員
9
0

名
を
下
回
っ
て
い
る
現
状
に
あ

り
、
少
子
化
、
幼
稚
園
舎
の
老

朽
化
、
施
設
の
整
備
、
幼
児
教

育
の
充
実
、
効
率
的
運
営
等
か

ら
、

匸
兀
化
に
向
け
具
体
的
に

検
討
・
調
査
を
行
い
、
平
成
1
1

年
度
実
施
を
目
指
す
。

事
務
事
業
の
見
直
し

①
行
政
組
織
の
見
直
し
と
人
員

配
置

平
成
1
0年
度
は
、
簡
易
水
道

事
業
の
本
格
実
施
に
向
け
専
門

職
員
養
成
の
た
め
「
水
道
課
」

に
一
名
、
介
護
保
険
の
導
入
と

在
宅
福
祉
対
策
の
た
め
に
「
福

祉
課
」

ヘ

ー
名
増
員
し
た
が
、

「
総
務
課
」
「
保
育
所
」
の
部
門

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
名
づ
つ
減
員

し
た
。

さ
ら
に
、
介
護
保
険
の
本
格

実
施
に
向
け
「
福
祉
課
」

ヘ

ー

名
増
員
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

た
め
、
平
成
1
0年
度
中
に
機
構

坎
苓
を
受
付
す
る
。

行政改革実施計画4

地
方
自
治
・
新
時
代
を
自
ら
切
り
拓
く
た
め
に

平

成
1
0
年

度

行

政

改

革

実

施

計
画

こ
れ
ま
で
農
林
池
産
謌
で
行
つ

て
い
た
「
商
工
」

の
事
務
を
企

画
課
に
侈
膏
す

る
。

平
成
1
0年
‥
1
1
月
末
完
成
予
定

の
「
ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー
」

に
は
、
教
育
委
員
会
、
福
祉
課

保
健
部
門
、
社
会
福
祉
協
議
会

③
公
共
施
設
の
運
営
管
理
と
既

存
施
設
の
有
効
活
用

②
事
務
分
担
の
移
管



が
移
転
の
計
画
で
あ
る
が
、
住

民
に
親
し
ま
れ
、
利
用
効
率
の

高
い
、
行
政
の
連
携
あ
る
運
営

方
法
を
検
討
す
る
。

さ
ら
に
、
水
道
課
の
中
央
公

民
館
移
転
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

補
助

金
の
整
理
合
理
化

①
労
働
者
協
議
会
の
解
散

加
入
者
の
減
少
と
機
能
低
下

が
著
し
い
た
め
、
労
働
者
協
議

会
を
解
散
し
補
助
金
を
廃
止
す

た
だ
し
、
出
稼
ぎ
等
労
働

に

関
す
る
事
務
は
住
民
課
で
行
う
。

②
補
助
金
の
見
直
し

平
成
９
年
度
に
村
単
独
補
助

金
の
削
減
、
廃
止
、
統
合
等
の

見
直
し
を
実
施
し
た
が
、
平
成

1
0年
度
中
に
９
年
度
の
実
績
等

の
調
査
を
行
い
、
補
助
効
果
、

自
主
運
営
、
補
助
金
継
続
の
必

要
性
を
審
査
、
検
討
す
る
。

定

員

管

理

及

び

給

与

の

適

正

化

①
定
員
適
正
化
の
推
進

簡
易
水
道
事
業
及

び
保
健
婦

の
増
員
に
対
し
て
、
機
構
改
革
、

事
務
分
担
の
見
直
し
に
よ
る
人

員
配
置
。

②
管
理
職
手
当
の
削
減

課
長

に
支
給
さ
れ
る
管
理
職

手
当
を
「
一
〇
〇
分
の

Ｉ
〇
」

を
「
一
〇
〇
分
の
八
」
に

コ

○
○
分
の
八
」
を
「
一
〇
〇
分

の
六
」
に
引
き
下

げ
る
。

③
職
員
等
の
旅
費
の
支
給
に
関

す
る
改
正

特
別
車
両
（
グ
リ
ー
ン
）
料

金
は
、
原
則
支
給
し
な
い
。

特
別
急
行
料
金
は
、
旅
行
実

態
に
適
合
す
る
よ
う
に
片
道
百

牛
ロ
メ
ー
ル
以
上
を
片
道
三
十

五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
旅
行

に
支
給
す
る
。

経
費
の
節
減
合
理
化
等

財

源

の

健

全

化

①
法
令
集
の
見
直
し

保
有
法
令
一
〇
三
書
名
中
、

三
七
書
名
を
解
約
整
理
、
今
後

も
見
直
し
を
行
う
。

②
省
エ
ネ
対
策

庁
舎
、
公
共
施
設
の
節
電
に

努
め
る
。

③
経
費
の
見
直
し

郵
便
料
、
燃
料
、
コ
ピ
ー
用

紙
等
消
耗
品
の
節
減
合
理
化
に

努
め
、
予
算
の
適
正
な
執
行
を

図
る
。

④
祝
儀
等
の
見
直
し

補
助
金
交
付
団
体
の
総
会
・

研
修
会
に
は
、
金
品
を
持
参
し

な
い
。

蓬
田
村
職
員
の
給
与
と
初
任
給
の
状
況
等

平
成
1
0年
度
の
わ
が
村
の
全
職
員
数
は
8
2名
で
す
。

(平成10年４月１日現在)◆一般行政職の級別職員数の状況

区　　　　　　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級 計

標 準 的 な 職 主事 主事 主事 主査 係長 補佐 課長 参事 /
職　　 員　　 数 ４ ６ ４ ０ ８ 26 ７ ５ 60名

構　　 成　　 比 6.7% 10.0% 6.7% 13.3% 43.3% 11.7% 8.3% 100％

１年前の構成比 4.8% 9.5% 7.9% 17.5% 41.3% 9.5 % 9.5% 100％

◆職員手当の状況◆職員の初任給の状況

区　　分 期末手当 勤勉手当

６ 月 期 1.6 月分 0.6 月分

12 月 期 1.9月分 0.6 月分

３ 月 期 0.55月分 -

計 4.05月分 I.2 月分

区　　　　　　　　　分 大　学　卒 短　大　卒 高　　　卒

一　般　行　政　 職 162,500円 150,500円 140,700円

技　能　労　務　 職 / / 136,500円

医　　　 療　　　 職　（保健婦） 188,900円

＊職務の級等による加算措置　有

イ．特殊勤務手当

手当の種類 手　　　当　　　の　　　名　　　称

６　種　類

税務職員手当・伝染病防疫作業手当・行旅死亡人及

び変死人死体取扱手当・家畜防疫及び狂犬病予防作

業手当・特殊自動車運転作業手当・保母等手当

行政改革実施計画

ア．期末手当・勤勉手当

5

合　 計　　82 名

一般行政職　60名

医　療　職　3 名

水道事業職　3 名

国保事業職　 工名

技能労務職　15名



広報よもぎた

新入学おめでとう

月７日、蓬田小学校及び蓬田中学校で入学式が

行われました。

今年新しく小学校に入学した児童は、33 人（男15

人、女18人）。中学校には、42人（男20人、 女22 人）

の新１年生が入学しました。

また、蓬田幼稚園の入園式は４月８日に行われ、

園児22人（男12人、女10人）が、元気いっぱいに新

しい生活のスタートをきりました。

交通安全マスコット配布

中の４月12日（日）、蟹田地区交通安全協会蓬田

支部（坂本登会長） は、 村交通安全母の会（中

川菊美会長）や、吉崎光一助役、木村達史蟹田

警察署次長など関係者40 名が玉松海水浴場前の

国道でマスコットとチラシを配布し、安全運動

を呼び掛けました。

今回配布したマスコットは、 蓬田地区母の会

が作った、100 個で、組みひもを輪にした加わい

い物でした。

カメラ ア　イ

春 刀交通安全運動（４月６日から15日）実施

カメラアイ ざ

４



・

威
勢
良
く
　

首
を
振
っ
て
も
　

張
子
虎
　
　
　
　

久
　

子

一
年
越
の
　

酒
で
兄
弟
　

虎
に
な
る
　
　
　
　
　
　

尚
　

政

一

ト
ラ

ー
匹
　

放
し
飼
い
し
た
　

割
烹
着
　
　
　
　

蓬
　

石

一
犬
虎
も
　
素
面
じ
ゃ
妻
の
　
手
で
踊
る
　
　
　
　

藤
　

久

・

大
虎
も
　

行
動
は
ん
い
　
せ
ま
く
な
る
　
　
　
　

貴
　

広

一

虎
年
に
　

も
ら
っ
た
嫁
と
　

孫
が
虎
　
　
　
　
　

千
恵
子

一

虎
舞
が
　
上
手
で
酒
の
　

足
も
っ
れ
　
　
　
　
　

正
　

一

一

不
景
気
で
　

虎
に
な
れ
な
い
　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
　

絹
　
枝

村
一
帯
に
広
が
る
田
ん
ぼ

は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
や
田
植
機

が
行
き
か
い
、
に
ぎ
や
か
で

あ
る
。

今
年
も
豊
作
の
秋
で
あ
り

ま
す
よ
う
に
。

使用済ビニール、ポリマルチの回収

協では、農家が使用したビニールやポリ

マルチの回収を始めました。
これらの農業資材は、焼却した際に猛毒な

ダイオキシンが発生し、人体に大変な害を及
ぼすため、産業廃棄物処理場で焼却する必要

があります。
今回は、４月８日から12日までの５日間で

約６ｔのビニールなどが回収され、10日と13

日の２日に分けて、青森市内にある青森産業
廃棄物処理事業協同組合鶴ケ坂最終処分場に
運びました。

農協では、第２回目の回収を秋に予定して

いますので、農家の皆さんのご協力をお願い
します。

子ども会リサイクル活動

（坂本勇一会長）が、古新聞や古雑誌、 空

ビンなどを再利用するために回収活動を

行いました。

朝から、 雨が降ったりやんだりのあい

にくの天気でしたが、子どもと育成者約

100人が、各家庭から出してもらった再利

用資源を一生懸命トラックで回収し、玉

松海水浴場駐車場に運びました。

集めた空ビンなどは、青森市内 の回収

業者に買い取 ってもらい、子ども会活動

に役立てています。

クラフト講座

カメラアイノ川柳北緯41°

卜講座が開かれました。

小学一年生から五年生の子どもたち20 名が

参加し、講師から「ミニ四駆」の上手な作り

方を学び、自分の作ったマシンでレースを楽

しみました。

写真は左から、第二位の青木佑太朗君、 第

一位の村上利之君、第三位の山舘誠矢君です。

農

月26日、村子ども会育成連絡協議会
４

月30日、村中央公民館において、グラフ
３
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広報よもぎた

蓬
生
園
で
４
月
2
8日
、
デ
ィ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し

て
い
る
お
年
寄
り
三
十
人
が
消

火
器
の
使
い
方
な
ど
を
学
び
、

実
際
に
消
火
訓
練
を
行
っ
た
。

こ
の
日
は
、
蟹
田
消
防
署
か

ら
武
井
金
善
消
防
士
長
を
講
師

に
招
き
、
最
初
に
火
災
発
生
の

原
因
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

火
が
出
た
ら
あ
わ
て
ず
に
①
工

１
９
番
す
る
②
す
ぐ
に
避
難
す

る
③
近
所
に
火
事
を
知
ら
せ
る

こ
と
が
大
事
と
話
さ
れ
た
。

引
き
続
き
広
場
で
、
家
庭
用

消
火
器
の
使
い
方
を
学
び
、
燃

え
盛
る
炎
を
実
際
に
消
火
器
で

消
す
訓
練
に
参
加
、
消
火
の
難

し
さ
を
体
験
し
た
。

参
加
し
た
お
年
寄
り
た
ち
は
、

火
災
の
恐
ろ
し
さ
に
身
を
引
き

締
め
、
防
火
の
意
識
を
新
た
に

し
た
。

高
齢

ド
ラ
イ

バ
ー
の

交
通
事
故
防
止
に

４
月
1
3
日

（
月
）
、
坂
本

登

村
交
通
安
全
協
会
長

が
、
山
舘

誠
弘
村
社
会
福
祉
協
議
会
長
を

訪
れ
、
高
齢
運
転
者

マ
ー
ク
を

贈
呈
し
ま
し

た
。

昨
年
1
0月
道
路
交
通
法
改
正

に
伴
い
、
7
5歳
以
上
の
運
転
者

が
普
通
自
動
車
を
運
転
す

る
と

き
は
、
規
定
の
「
高
齢
運
転
者

マ
ー
ク
」
を
車
の
前
面
と
後
面

に
つ
け
て
運
転
す
る
よ
う
に
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

と

な
っ
た
た
め

に
、
村
交
通
安
全

対
策
協
議
会
（
古
川
正
隆
会
長
）

と
協
議
し
て
、
村
内

の
高
齢

ド

ラ
イ
バ
ー
の
保
護
を
目
的
に
今

回
の
贈
呈
と
な
り
ま
し
た
。

蓬

田

村

職

員

の

蓬
田
村
職
員
の
定
年
制
度
は

6
0歳
で
す

が
、
「
蓬
田
村
職
員

勧
奨
退
職
等
実
施
要
綱
」
の
定

め
に
よ
り
、
組
織
の
新
陳
代
謝
、

人
事
管
理
の
刷
新
、
公
務
能
率

の
向
上
を
図

る
必
要

が
生
じ
た

場
合
、
満
5
0歳
以
上
の
職
員
に

対
し
定
年
前
の
退
職
を
勧
奨
で

き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
を
実
行
す

る
か
ど

う
か
は
、
村
長

の
権
限
に
属
す

る
部
分
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
も

勧
奨
制
度
を
理
解
し
勧
奨
に
応

じ
て
5
8歳
で
退
職
さ
れ
た
職
員

が
数
名
お
り
ま
す
。

た
だ
し
、
平
成
1
0年
２
月
に

お
い
て
実
行
し
た
今
回
の
場
合

は
、
夫
婦
で
勤
務
し
て
い
る
職

員
で
夫
婦
共
に
5
0歳
以
上
の
職

員
を
対
象
に
実
行
し
た
も
の
で

す
。
（
た
だ
し
、
職
員

は
勧
奨

に
応
諾
し
な
い
場
合
で
も
、
い

か
な
る
不
利
益
を
受
け
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。）

こ
の
制
度
を
実
行
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
社
会
経
済
情
勢
の

大
き
な
変
動
に
よ
る
景
気
低
迷

が
続
く
な
か
、
若
年
労
働
者
の

職
場
の
確
保
、
村
民
か
ら
の
幅

広
い
職
員
採
用
を
進
め
て
い
く

と
い
う
考
え
を
込
め
た
取
組
み

で
も
あ
り
、
村
民
の
皆
さ
ま
の

ご
理
解
を
お
願
い
申
し
上
げ
る

と
こ
ろ
で
す
。

○
蓬
田
村
職
員
勧
奨
退
職
等
実
施
要
綱

（
平
成
四
年
十

一
月
十
二
日
　

訓
令
第
六
号
）

（
目
的
）
抜
粋

第

一
条
　

こ
の
要
綱
は
、
一
般
職
の
職
員
に
対

す
る
定
年
前
の
退
職
の
勧
奨
及
び
定
年
退
職

に
係
る
措
置
に
つ
い
て
、
必
要
な
事
項
を
定

め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
対
象
者
）

第
二
条
　

退
職
の
勧
奨
は
、
組
織
の
新
陳
代
謝

を
図
り
、
人

事
管
理
の
刷
新
と
公

務
能
率
の

向
上
を
図
る
必
要
が
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
、

毎
年
度
三
月
三

十
一
日

現
在
で
満
年
齢
五
十

歳
以
上

、
定
年
日
に

達
す
る
六

月
前
の
職
員

の
う
ち
、
任

命
権
者
が
特
に
認
め
る
者
に
つ

い
て
個
別
に
行

う
。

２
　

退
職

の
勧
奨
は
、
職

員
の
定
年
制

の
趣
旨

を
そ
こ

な
う
こ

と
の

な
い
よ

う
に
行

わ
な
け

れ
ば
な

ら
な
い
。

（
諾
否
の
意
思
表
示
）

第
四

条
　
退
職
勧
奨
書

の
交
付
を
受
け
た
職

員

は
、
勧
奨
に
応

ず
る
か
否
か
の
意
思
表
示
を

勧
奨
を
受
け
た
日
か
ら

１
ヵ
月
以
内
に
、
別

記
様
式
第
二
号
の
退
職
願
、
退
職
不
同
意
届

に
よ
り
行
う
も
の
と
す

る
。

２
　

職
員
は
、
退
職
の
勧
奨
に
つ
い
て
応
諾
し

な
い
場
合
に
お
い
て
も
、
い
か
な
る
不
利
益

を
も
受
け
る
こ
と
は
な
い
。

お年寄りたちの消火訓練 了

お
年

寄

た

ち

の

消
　
火
　
訓
　
練

勧

奨

退

職

を

実

行



家族を支えるために

上手な対応の仕方を覚えましょう

は
　

じ
　

め
　

に

高
齢
化
社
会
と
い
わ
れ
る
中

で
問
題
に
な
る
の
が
痴
呆
や
寝

た
き
り
の
介
護
で
す
。
6
5歳
以

上
の
人
が
村
全
体
の
2
4・
４
パ
ー

セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
現
在
、

他
人
事
で
は
な
い
介
護
問
題
を

皆
で
解
決
し

よ
う
と
、
「
痴
呆

予
防
在
宅
介
護
教
室
」
が
３
月

1
7日
中
沢
公
民
館
・
2
5日
広
瀬

公
民
館
で
夜
間
初
め
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

２

日
間
で
3
0代
～
7
0代

ま
で

5
6人
が
参
加
し
、
青
森
市
在
住

の
理
学
療
法
士
川
口
晴
美
先
生

か
ら
、
上
手
な
対
応
の
仕
方

に

つ
い
て
次
の
よ
う
な
講
演
が
さ

れ
、
介
護
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
び

痴
呆
の
基
礎
知
識

痴
呆

は
脳
の
病
気
で
お
き

る

生
活
障
害
で
す
。
考
え

る
事
や

新
し
い
も
の
を
覚
え
る
事
が
で

き
な
く
な
り
物
忘
れ
が
目
立
ち
、

本
人
の
自
覚
が
な
い
た
め
毎
日

の
生
活
に
支
障
が
出
て
き
ま
す
。

①
脳
が
萎
縮
し
て
お
き
る
ア
ル

ツ
（

イ

マ
ー
型
痴
呆

②
脳
の
血
管
が
つ
ま
っ
た
り
破

れ
た
結
果
お
き
て
く
る
脳
血

管
性
痴
呆

等
に
大
別
で
き
ま
す
が
、
は
じ

め
は
ち
ょ
っ
と
し

た
事
が
理
解

で
き
な
く
な
る
等
の
症
状
か
ら

始
ま
り
ま
す
。

▼
痴
呆
性
老
人
の
特
徴

①
知
的
障
害
や
記
憶
の
障
害

最
近
の
事
が
覚
え
ら
れ
ず
、

体
験
を
そ
っ
く
り
忘
れ
る
、
感

情
の
抑
え
が
利
か
な
い
、
こ
こ

は
ど
こ
で
今
が
い
つ
な
の
か
わ

か
ら
な
く
な
る
等

②
問
題
行
動

徘
徊
や
排
泄
物
を
い
じ
る
等

③
日
常
生
活

の
障
害

服
の
脱
ぎ
着
が
で
き
な
い
、

一
人
で
食
事
が
で
き
な
い
、
排

泄
の
失
敗
等

こ
の
よ
う
な
症
状

が
現
れ
た
の

に
気
づ
い
て
も
「
年
だ
か
ら
仕

方
な
い
」
と
あ
き
ら
め
ず
、
早

め
に
診
察
を
受
け
上
手
な
対
応

の
仕
方
を
覚
え
る
事
が
大
事
で

す
。様

々
な
問
題
と
対
応

在
宅
介
護
負
担
を
大
き
く
す

る
原
因
に
精
神
面
で
の
問
題
行

動
か
あ
り
ま
す
。
症
状
が
軽
度

～
中
度
の
場
合
、
し

ゃ
ん
と
し

て
い
る
所
と
ボ
ヶ
て
る
所

が
入

り
ま
じ
っ
て
い
る
た
め
家
族
や

周
囲
の
理
解
が
得
ら
れ
ず
介
護

者
が
と
て
も

つ
ら
い
思
い
を
し

ま
す
。
介
護
者
の
立
場
に
立
っ

て
じ
っ
く
り
話
を
聞
き
支
え
て

あ
げ
ま
し
ょ
う
。

在
宅
介
護
を
長
続
き
さ
せ

る

コ
ツ
は
気
持
ち
に
ゆ
と
り
を
持

ち
対
応

に
余
裕
か
お
る
こ
と
で

す
。
家
族
で
み
た
い
気
持
ち

は

大
切
で
す
が
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

や
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
、

シ
ョ
ー
ト

ス
テ
ィ
等
、
在
宅
生
活
を
支
え

る
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
積
極
的
に

活
用
し
ま
し
ょ
う
。
と
か
く
、

老
人

の
面
倒
は
家
族
、
特
に
嫁

が
み
て
い
く

べ
き
と
い
う
考
え

が
ま
だ
ま
だ
根
強
く
、
サ
ー
ビ

ス
利
用
に
抵
抗
が
あ
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
が
介
護
を
続
け
て
共

倒
れ
し
て
は
何

に
も
な
り
ま
せ

ん
。
家
族
以
外
の
環
境
に
ふ
れ
、

人
と
の
交
流
を
持
つ
こ
と
が
本

人

の
痴
呆
の
進
行
を
予
防
し
、

サ
ー
ビ
ス
を
活
用
す
る
こ
と
で

介
護
負
担
の
軽
減
に
つ
な
が
り

ま
す
。
介
護
か
ら
少
し
離
れ
息

抜
き
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

▼
具
体
的
な
対
応
例

●
「
財
布
を
盗
ま
れ
た
」
と
言
っ

て
誰
か
に
疑
い
を
か
け
る
場
合
、

「
困
っ
た
ね
、

一
緒
に
探
し

ま

し

ょ
う
」
と
一
緒
に
探
し
て
あ

げ
、
見

つ
か

っ
た
時
も
自
分
の

手
柄
に
は
せ
ず
本
人

が
見
つ
け

た
よ
う
に
し
喜
び
を
分
か
ち
あ

う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
妄
想

を
抱
く
人
へ
の
対
応
の
ポ
イ
ン

ト
は
、
同
じ
感
情
を
共
有
し
味

方

に
な
っ
て
や
る
こ
と
で
す
。

保健コーナー夕

痴呆 性老 人 と

講
師
の
川
口
晴
美
さ
ん
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「
緑
の
船
」

参
加
者
募
集

若

者

が

集

い

、

船

旅

を

と

お

し

て

交

流

を

深

め

、

農

林

漁

業

や

文

化

観

光

な

ど

幅

広

く

語

り

合

う
「

緑

の

船
」
を

運

航

し

ま

す

。

▼

実

施

期

間

平

成
1
0
年

９

月

７

日

（
月

）

か

ら

９

月
1
0
日

（
木

）

▼

行

き

先

東

京

・

横

浜

・

鎌

倉

行

き

は

豪

華

客

船

ふ

じ

丸

、

帰

り

は

新

幹

線

と

貸

切

バ

ス

（

船

二

泊

、

ホ

テ

ル

一

泊

）

県

て

り

県

埓

へ

笥

混

す

る

際

の

、

利

便

性

向

上

の

た

め

、

１

月

か

ら

、

各

課

の

担

当

班

ま

で
、

直

接

、

電

話

で

き

る

よ

う

に

ダ

イ

ヤ

ル

直

通

電

話

番

号

を

設

け

て

い

ま

す

。

い

っ

で

も

、
す

ぐ

っ

な

が
り

、

大

変

便

利

で

す

の

で
、

ど

う

ぞ

ご

利

用

く

だ

さ

い

。

新

し

い

電

話

番

号

は

、

３

月

に

発

行

さ

れ

た

Ｎ

Ｔ

Ｔ

電

話

帳

「

タ

ウ

ン

ペ

ー

ジ

」

を

ご

覧

く

だ

さ

い

。

な

お

、

県

庁

代

表

電

話

も

こ

れ
ま

で
ど
お

り
ご
利
用

で
き

ま
す
。

▼
募
集
人
員

約
３
０
０
名

▼
参
加
資
格

概
ね
2
0歳
～
4
0歳
の
男
女

▼
研
修

洋
上
・
陸
上
研
修
等

▼
経
費

一
人
当
た
り
市
町
村
及
び
参

加
者
が
そ
れ
ぞ
れ
三
万
一
千
円

▼
参
加
申
込
期
間

平
成
1
0年
５
月
2
9日
（
金
）

ま
で

「
お
問
い
合
せ
先
」

蓬
田
村
役
場
　
農
林
水
産
課

霆
（
内
線
　
２
５
３
）

付

加
年

金
を

ご
存
じ
で
す
か
？

普
通
の
保
険
料
の
ほ
か
に
１

ヵ
月
４
０
０
円
を
納
め
る
付
加

年
金
を
ご
存
じ
で
す
か
？

こ
れ
は
、
国
民
年
金
の
第
１

号
被
保
険
者
で
免
除
を
受
け
て

い
る
方
、
国
民
年
金
基
金
の
加

入
員
以
外
で
あ
れ
ば
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

将
来
、
よ
り
高
い
年
金
を
受

け
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

蓬
田
村
役
場
　

住
民
課

露
（
内
線
　

２
９
５
）

お知らせ

私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
、

生
活
必
需
品
と
し
て
ご
く
普
通

に
使
っ
て
い
る
も
の
の
中
に
燃

え
や
す
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
例
え
ば
灯
油
、
ガ
ソ

リ
ン
、
し
み
ぬ
き
用
ベ
ン
ジ
ン

シ
ン
ナ
ー
な
ど
で
す
が
、
こ
れ

ら
の
大
半
は
消
防
法
で
「
危
険

物
」
と
し
て
指
定
さ
れ
、
そ
の

保
管
方
法
や
取
扱
方
法
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
危
険
物
は
適
正
に

保
管
し
、
取
り
扱
え
ば
大
変
に

便
利
で
す
が
、
そ
の
取
扱
い
を

誤
れ
ば
火
災
な
ど
の
事
故
を
引

き
起
こ
す
危
険
性
を
も
っ
て
い

ま
す
。
危
険
物
に
よ
っ
て
引
き

起
こ
さ
れ
た
火
災
原
因
の
大
半

は
、
危
険
物
取
扱
中
に
タ
バ
コ

を
吸
お
う
と
し
て
ラ
イ
タ
ー
を

つ
け
た
り
、
ス
ト
ー
ブ
の
近
く

で
取
り
扱
う
な
ど
不
注
意
に
よ

る
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
事
故
を
防
止
す

る
た
め
に
消
防
で
は
、
こ
の
期

間
中
に
危
険
物
取
扱
者
研
修
会
、

危
険
物
施
設
立
入
検
査
な
ど
を

行
い
ま
す
。
村
民
の
皆
さ
ん
も

こ
の
機
会
に
、
身
の
回
り
に
あ

る
危
険
物
の
危
険
性
を
再
確
認

し
事
故

の
な
い
よ
う
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

標

語安

全

は

日

々

の

気

持

ち

の

積

み

重

ね

期

間６

月

７

日
（
日

）
～
1
3
日
（
土

）

「
お

問

い

合

せ

先

」

消

防

本

部

予

防

課

霆
0
1
7
7

－
7
5
‐

０

８

５

癶４り

お知らせ情報局10
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平成10年度自衛官等募集案内

○お問い合せ先

自衛隊青森地方連絡部
青森募集案内所　　　囂0177-83-2995

蓬田村役場　総務課 冒0174-27-2111

募 集 種 目 募集人員 資　　格 受付期間 試験期日

大

卒

等

幹部候補生

一般・技術

(男子) 陸　 約60名
海　 約70名

(技術を含む)
空　 約40名

(女子) 陸　 約８名
海　 約５名
空　 約４名

22歳
以上

26歳
未満の者

大 学 院修
士 課 程 修了

者（海上技術幹 部候 補
生志 願者 は､理工 学課
程修了 者 に限 る

。）及

び自衛官 は28歳 未満

４月 ８日～ ５月15日

１次 ６月 ６～ ７日

（ ７日は飛行要員のみ）

２次 ７月 ７～ ９囗

３次８月16～28日

（航空飛行要 員 のみ）

医・歯薬剤

ﾖ ↓

約22名

専門 の大卒（ 見込）

30歳未 満の者
薬 剤 は26歳 未満 の者

（薬学修士取得者 は、
28歳 未満）

６月 １日～ ６月26日 ７月10日

貸 費 学 生

衛　生 E ↑

約10名

大学の歯学部歯学科
の3～6年次又は大学
院の歯学研究科在学 10年12月１ 日

～11年１月29日
11年 ２月 ７日

技　術 大学の理学部
、工学

部の３・ ４年次又 は大学院修士課程在学

高

卒

等

防衛大学校学生

推　薦

理工学専攻
約60名

(うち女子約５名)

人文社会科学専攻

約15名
(うち女子約５名)

高卒（見込）

21歳未満の者
推薦については高等

学校長の推薦等、 別
途資格が必要です。

９月 ７日～ ９月10日 ９月19～20日

一　般

理工学専攻

約315名

(うち女子約20名)
人文社会科学専攻

約70名

(うち女子約５名)

高卒（見込）

21歳未満 の者

（ 自衛官 は

23歳未満
）

９月16日～10月14日
１次11月14～15日

２次12月15～18日

防衛医科大学校学生 約65名
高卒（見込）

21歳未満 の者
９月16日～10月14日

１次11月 ７～８日

２次12月 ９～ｎ 日

航 空 学 生

海　　　 約70名

（うち女子若干名）
空　　　 約70名

（うち女子若干名）

高卒（見込）

21歳未満の者
８月 ３日～ ９月11日

１ 次 ９月23 日

２汐こ10月16 ～22 日
３次( 空) １１月15 日

～12 月１１日

看 護 学 生 陸　　約100名
高卒（見込）

22歳未満の女子
９月16日～10月13日

１次10月29日

２次11月22～25日

一般曹候補学生

陸　　　約400名

(うち女子約36名)

海　　　約390名
(うち女子約25名)

空　　　約400名

(うち女子約20名)

18歳以上

24歳未満の者
８月 ３日～ ９月11日

１次９月19日

２次10月7 ～12日

曹 候 補 士

陸　　約1,650名

(うち女子約100名)

海　　　約480名
(うち女子約20名)

空　　　約460名

(うち女子約20名)

18歳以上

27歳未満の者
８月 ３日～ ９月11日

１次９月19日

２次10月7 ～12日

２等陸･海･空士

男　子 約7,600名
18歳以上

27歳未満の者

年 間を 通じ て 行 っ て

おり ます。
受付後に指定します。

女　子
陋ﾐ　　糸勺５００名
濆i　　　糸勺６０名
空　　糸勺１００名

18歳以上

27歳未満の者
８月 ３日～ ９月11日 ９月28～29日

中卒 自 衛 隊 生 徒
陸l　　糸勺２５０名
汕i　　　糸勺６０名
空　　　糸勺５０名

中卒（見込）

17歳未満の男子

11月 ４日

～11年１月４日

１次11年１月５日

２次11年１月23～27日

免
許
取
得

者
等

医科・ 歯科幹部 陸　　 約 ５名
海　　 約 ４名
空　　 約 ４名

医 師・歯 科医 師 の

免許取得者

①４月13日～５月15日

②10月12日～11月 ６日

①６月４日

②ｎ 月26日

技 術 海 上 幹 部 約 ４名 大卒38歳未満の者 ６月１日～ ７月３日 ７月29日

婦人自衛官(看護) 約10名
免　　許取 得 者

36歳未満
の 女 子

10月19日～11月９日 11月22～25日
免許取得
見 込 者

33歳未満
の 女 子

技 術 海 曹

大学・短大･

高専卒の部

約30名

大学 ・短 大・ 高 専

卒（見込）の者

６月１日～ ７月３日 ７月30日

免許の部
１　無線通信士等の

国家免許取得者
2　20歳以上の者

お知らせ情報局11
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むろやきみひろ室 谷 君 弘 （宮 本）

昨
年
、
前
田
道
路
株
式
会
社

を
退
社
し
、
四
月
一
日
か
ら
蓬

田
村
役
場
企
画
課
に
配
属
と
な

り
ま
し
た
室
谷
君
弘
で
す
。

ま
だ
勤
務
し
て
日
も
浅
く
、

分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す

が
、
一
つ
ず
つ
着
実
に
仕
事
を

こ
な
し
て
い
き
、
一
日
で
も
早

く
一
人
前
に
仕
事
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
た
い
で
す
。

ま
だ
、
上
司
や
先
輩
方
に
、

迷
惑
を
か
け
る
こ
と
も
あ
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
み
ん
な
が

団
結
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
蓬
田

村
の
あ
る
べ
き
姿
を
、
考
え
て

い
き
た
い
で
す
。

趣
味ド

ラ
イ
ブ
・
音
楽
鑑
賞

特
技ギ

タ
ー
・
ス
キ
ー

好
き
な
食
べ
物

ピ
ザ

好
き
な
タ
レ
ン
ト

氷
室
　
京
介

かまた
み か

鎌 田 美 佳 （青 森市 ）

昨
年
度
、
青
森
県
立
青
森
高

等
看
護
学
院
を
卒
業
し
、
四
月

一
日
か
ら
蓬
田
村
役
場
福
祉
課

に
保
健
婦
と
し
て
勤
務
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
鎌
田
美
佳
で

す
。ま

だ
入

っ
た
ば
か
り
で
、
分

か
ら
な
い
事
が
沢
山
あ
り
、
徐
々

に
仕
事
を
覚
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
こ
れ
か
ら
、
上
司
・
先

輩
方
の
指
導
の
も
と
、
頑
張

っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

蓬
田
村
の
皆
さ
ん
と
早
く
打

ち
解
け
て
、
皆
さ
ん
の
健
康
を

一
緒
に
守

っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

趣
味映

画
鑑
賞
・
音
楽
鑑
賞

特
技い

つ
で
も
明

る
い
こ
と

好
き
な
食

べ
物

フ
ル

ー
ツ

好
き
な
タ
レ
ン
个

竹
野
内
　

豊

お　
の　ゆ　き　こ

小 野 由 紀 子( 郷沢)

今
年
の
三
月
に
仙
台
経
理
専

門
学
校
を
卒
業
し
、
四
月
一
日

か
ら
蓬
田
村
役
場
社
会
教
育
課

に
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
小
野
由
紀
子
で
す
。

今
は
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多

く
て
、
失
敗
ば
か
り
で
す
が
、

早
く
仕
事
を
覚
え
て
、
少
し
で

も
何
か
の
役
に
立
て
た
ら
と
思

い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
ま

で
育
っ
て
き
た
蓬
田
村
で
勤
務

で
き
る
こ
と
が
と
て
も
う
れ
し

い
で
す
。
中
央
公
民
館
に
お
り

ま
す
の
で
、
い
つ
で
も
声
を
か

け
て
下
さ
い
。

趣
味音

楽
鑑
賞
・
読
書

特
技卓

球

好
き
な
食
べ
物

ご
飯

好
き
な
タ
レ
ン
ト

Ｇ
Ｌ
Ａ
Ｙ
他
多
数

ト
イ
レ

が

４
月
。
玉
松
海
水
浴
場
身
障

者
用
ト
イ
レ
に
設
置
さ
れ
て
あ
っ

た
鏡
が
、
突
然
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

な
く
な
っ
た
の
は
２
回
目
で
、

村
外
か
ら
も
観
光
客
が
訪
れ
る

中
、
こ
の
よ
う
な
ト
イ
レ
を
見

て
ど
う
思
う
で
し

ょ
う
。

み
ん
な
が
使
う
施
設
で
す
か

ら
、
い
つ
で
も
き
れ
い
に
気
持

ち
よ
く
使
い
た
い
も
の
で
す
。

村
民
の
み
な
さ
ん
、
こ
の
よ

う
な
行
為
を
見
た
ら
、
注
意
す

る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

な
く
な
っ
た
鏡
（
玉
松
）

最
近
、
た
け
の
こ
採
り
の
遭

難
が
相
次
い
で
発
生
し
、
死
者

も
出
て
い
ま
す
。

○
山
に
出
掛
け

る
と
き
は
、
家

族
に
山
の
コ
ー
ス
や
帰
宅
予
定

時
間
を
知
ら
せ
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。

○
山
に
入

っ
て
も
、
自
分
の
体

力
に
合
わ
せ
て
行
動
す
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
天
気
予
報
を
よ

く
聞
き
、
天
候
の
悪
い
日
は
入

山
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
急
に
天
候
が
変
わ
る
の
に
備

え
、
着
替
え
や
雨
具
、
余
分

な

食
料
、
マ
ッ
チ
、
ラ
イ
タ
ー
は

必
ず
持
ち
、

ビ
ニ
ー
ル
な
ど
に

包
ん
で
雨
露
に
濡
れ
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

家
族
み
ん
な
で
注
意
し
あ
い
、

事
故
の
な
い
楽
し
い
山
菜
採
り

に
し
ま
し
ょ
う
。

ぼ く( 熊) にも

気 を つ け て ね

平成９年中の
熊目撃情報

〔S=  51件
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紹
介
し
ま
す
　
新
役
場
職
員

泣
い
て
い
ま
す

山

菜

採

り

遭
難
防
止
の
た
め
に



児
童
川
柳

ペ
ン
シ
ル

題
　
「
腹
」

天
位

武
井

優
奈
‰

●
佳
作
　

は
ら
が
へ
る
は
や
く
ご
は
ん
を
た
べ
た
い
な
　

１
年
　

吉
崎
　

彩
奈

は
ら
が
へ
っ
て
は
ら
の
む
し

た
ち

な
い
て
い
る

２
年
　
中

村
明
日

香

は
ら
の
む
し

は
ら
を
ち

く
ち

く
つ
つ
い
て
い

る

２

年
　
田
中
　

勇
者

は
ら
へ
っ
た
き
ょ
う
の
お
か
ず
な
ん
だ
ろ
う
　

２

年
　

泉
　
　

和
希

た
い
こ
ば
ら
た
ぬ
き
の
は
ら
か
パ
パ
の

は
ら
　

２

年
　

坂
本
　

孝
平

せ
ん
り
ゅ
う
の
だ
い
は
は
ら
だ
っ
た
は
ら
へ
っ
た

２
年
　

張
間
　

紀
成

は
ら
の
む
し

は
ら

た
た
い

で
も

な
き
っ
づ
く
　

２

年
　
大
宮
　

哲
也

は
ら
い

て
え

そ
ん

な
こ
と

ば
が
つ
が
る

べ
ん
　

３
年
　

相
内
香
奈
江

ご
は
ん

は
ね
だ
い
じ

な
お
な
か
の
え
い
よ
う
分

３
年
　

今
　
　

美
幸

お

な
か
か
ら
一

つ
の
命
生
ま
れ
た
よ
　
　
　
　
　

３
年
　

南
　
　

将
俊

ふ

っ
き
ん
で
は
ら
の
き
ん
肉
ふ
や
し
た
よ
　
　
　
４
年
　

青
木
　

香
織

た

ぬ
き
た
ち
お
な
か
た
た
い
て
が
っ
し
ょ
う
会

４
年
　

今
　
　

脩
平

ふ
く

つ
う
で
学
校
そ
う
た
い
か
わ
い
そ
う
　
　

４
年
　

木
村
亜
友
美

は
ら
の
む
し
な
い
て
い
る
の
は
く
い
し
ん
ぼ
　
　
４
年
　

杰

尸
　
吉
勝

め
し
く
っ
て
お
腹
い
っ
ぱ
い
ま
ん
ぞ
く
だ
　
　
　
６
年
　

久
慈
　

景
太

●
五
客
　

お
な
か
に
は
大
切
な
も
の
が
あ
る
ん
だ
よ
　
　
　
２
年
　

高
田
　

圭
介

夏
の
は
ら
冬
と
ち
か
っ
て
よ
く
へ
る
な

あ
　
　
　
４
年
　

山
本
　

陽
子

は
ら
い
た
の
虫
を
薬
で
お
い
だ
す
ぞ
　
　
　
　
　

３
年
　

坂
本
友
紀
乃

は
ら
ど
け
い
あ
さ
ひ
る
ば
ん
が
わ
か
っ
て
る
　

４
年
　

藤
本
　

結
子

腹
の
中
心
臓
達
が
仕
事
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　

６
年
　

中
野
　

達
也

☆
人
位
　

お
に
き
た
ら
ち
ょ
っ
と
あ
ぶ
な
い
は
ら
の
へ
そ

４
年
　

津
島
友
里
恵

☆
地
位
　

き
ゅ
う
き
ゅ
う
し
ゃ
お
は
ら
の
な
か
で
な
い
て
い
る

１
年
　
川

崎
　

光
世

☆
天
位
　

ご
は
ん
だ
よ
は
ら
の
た
の
し
み

や
っ
て
き
た
　
　
３
年
　

武
井
　

優
奈

選
評
　

傘
松
川
柳
同
好
会
長

さ
ざ
き
蓬
石

气

テ レホ ンガイ ド

保　育　所　　　27-2180

幼　稚　園　　　27-2042

小　学　校　　　27-2069

中　学　校　　　27-2038

社会福祉協議会　27-2828

役　　　 場　27-2111

教育委員会　31 -3200

FAX　31  -3201

中央公民館　27-2076

ト レ セ ン　27-3010

野　球　場　27-3090

よもぎ温泉　27-217 〔〕

５　MAY

日 月 火 水 木 金 上

１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

10 且 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31

5・6月行事予定表
開催日 曜日 行　　　　事　　　　名 場　　　所 時間 担　　　当
5 /22 金 乳児育児教室 中　央　 公　民　 館 9 :00 福　　祉　　課

25 月 書道教室 // 13 : 30中 央 公 民 館

26 火 陶芸教室 // 9 :00 //

27 水 陶芸教室 ﾉ/ 9 :00 //

28 木 １歳６ヵ月・３歳児健診 // 13 : 00福　　祉　　課
６／１ 月 書道教室 // 13 : 30中 央 公 民 館

３ 水 陶芸教室 // 9 :00 ﾉ／

８ 月 書道教室 // ].3:30 //

10 水 陶芸教室 // 9 :00 //

15 月 書道教室 ﾉ/ 13 : 30 //

17 水 陶芸教室 // 9 :00 //

// // 幼児育児教室 // ９二00 福　　祉　　課

18 木 狂犬病予防注射 村　　内　　一　　円 //

22 月 書道教室 中　央　 公　民　 館 13 : 30中 央 公 民 館

24 水 陶芸教室 // 9 :00 //

// // 股脱健診 // 9 :00 福　　祉　　課

27 土 蓬田村・蟹田町消防団合同観閲式 総　合　運　 動　場 7 :00 総　　務　　課
28 日 パッチワーク教室 中　央　公　民　 館 10 : 00中 央 公 民 館

児童川柳／行事予定表

第
５
回

み

な

さ

ん

腹

具

合

が

よ

か

っ
た

の

か

今

回

は
一
二
八

七

句

集

ま

り

ま
し

た

。

腹

に

何

か

変

化

が

欲

し

か

っ
た

の

で
す

が

、

九

十

パ
ー

セ

ン

ト

は

「

空

腹

で

腹

の

虫

泣

い

た

」
「

満

腹

で

腹

が

癢

い

」

で

し

た

。

た

と

え

ば
「

腹

の
虫

何

食

べ

た

い

か
聞

い

て
み

る

」
な

ん

て

ど

う

で

す

か

。

あ

ま

り
形

に

と

ら

わ

れ

ず

に

、

思

っ

た

こ

と

を

ユ

ー

モ

ア
と

し

て

文

字
（

絵

）
に

す

る

、

こ

れ

も
川

柳

の

魅

力

で

す

。

腹

黒

い

句

は

一

句

も

あ
り

ま
せ

ん

で

し

た

。

み

ん

な

や

さ
し

い

ん

だ

ね

。

名

前

の

な

い

の

が

四

句

あ

り

ま

し

た

。

忘

れ

な

い

で

書

い

て
下

さ

い
。

人

位
　

こ

と

わ

ざ

を
取

り
入

れ
、

ユ

ー

モ

ア

が

あ

っ

て
面

白

か

っ
た

。

こ

れ

か

ら

も

こ

の
よ

う

に
作

っ

て

ね
。

地

位
　

腹

の
虫

を
救

急

車

に
表

現

し

た

の

が
す

ご

か

っ
た

。

し

か

も

一
年

生

。

こ

う

せ

い

君

が

ん

ば

っ
て

。

天

位
　

「
ご

は

ん
だ

よ

」

が
と

て
も

さ

わ

や

か

で

、

全

体

の

雰

囲

気

を

つ

か

み

、

食

卓

を

囲

む

家

族

の

会

話

が

見

え

る

よ

う

で

す

。

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ 10 且 12 13

14 15 16 17 18 19 20

2工22 23 24 25 26 27

28 29 30

６　TUNE

1

3



戸 籍 の

官　　　 囗

人口と世帯数

（３月31 日現在）

総人 口　3,733 人

男　　1,772 人

女　　1,961 人

世帯数　1,090 世帯

２・３月受付分

お誕生おめでとうございます

おくやみ申し上げます

高田　 米雄（郷　　 沢　80 歳）

坂本　 英夫（長　　 科　77 歳）

佐々木みよ（蓬　　 田　79 歳）

三上　 政夫（中　　 沢　39 歳）

佐々木リッ（中　　 沢　90 歳）

稲葉　 平三（高　　 根　67 歳）

稲葉　 すゑ（高　　 根　89 歳）

広
報
の
発
行
が
遅
れ
、
４

・
５
月

合
併
号
に
な
っ
た
こ
と
を
お
わ
び
し

ま
す
。

村
内
の
情
報
を
ど
ん
ど
ん
発
信
し

ま
す
の
で
、
み
な
さ
ま
か
ら
の
投

禍
・

特
ダ
ネ
・
写
真
等
、
話
題

が
あ
り
ま

し

た
ら
、
気
軽

に
企
画
課
ま
で
ご
連

絡

く
だ
さ
い
。

ま

た
、
取
材
に
も
行
き
ま
す
の
で
、

そ
の
節

は
よ

ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

編
集
後
記

新鋭フ ェリー 「かもしか」

広報よもぎた

４月15日から、蟹田～脇野沢を

60分で結ぶ、新鋭フェリー「‾かも

しか」が就航しました。

新フェリーは大型バス４台また

は乗用車22台を搭載。乗客定員は

240人です。 船室も大幅にグレ ー

ドアップし、さらにお年寄りや体

の不自由な方のためにリフトや車

椅子も完備しています。

【お問い合わせ先】

下北汽船㈱　蟹田営業所

霞0174-22-3020

役場の入口に出来事コーナーを設けました。

４月は、入学式、交通安全運動などの写真

です。

役場にお立ち寄りの際は、ぜひともご覧く

ださい。

み
ー
つ
け
た

1

1

7

み～つけた／戸籍の窓16

川崎　　撓々

坂本　　　廉

山舘　　柊也

小鹿　　高明

貴　史

みか孑

百　世

子　春

清　仁

博　子

則　夫

ひとみ

二女

長男

三男

長男
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